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建物は池袋駅から要町につながるアゼリア通りに面している ５階テラス 交差点側の無柱ピロティ空間
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街の発展と成長をけん引する（写真中央がIT tower TOKYO）

　IT tower TOKYO合同会社（東京都豊島区、代表社員・新井良亮ITT Holdings職務
執行者）が東京都豊島区に建設した「IT tower TOKYO」が完成し、日にグランド
オープンする。国際ビジネス拠点として発展が期待される池袋駅西口エリアの五差路に
位置する。駅直結の地下通路に連結した地下４階地上階の建物には、単なるオフィス
ビルにとどまらない多様な機能を盛り込み、都市の魅力向上に貢献していく。設計と施
工は清水建設が担当した。

多様な働き方を支援する空間
　「IT tower TOKYO」は、池袋駅西口にお
いて今後進展する大規模再開発の中で、その先
駆けとして街の新たな発展と成長をけん引する
役割を担う大規模複合ビルです。池袋は、首都
圏有数の鉄道結節点として高い交通利便性を備
え、商業・文化・教育といった多様な都市機能
が重層的に集積しながら発展してきた副都心と
して、さらなる進化が期待されています。
　本施設は、東京芸術劇場を中心とした文化エ
リア、多くの飲食店が集積する飲食エリア、立
教大学の学生が行き交う教育エリアを結ぶ重要
な結節点に位置しています。建物内には、オフ
ィスワーカー同士の交流を促すプレミアムラウ
ンジやシェアオフィスのほか、コミュニティ食
堂、シェアラウンジなど、多様な働き方を支援
する空間を備えています。人々の交流や新たな
コミュニケーションが生まれ、街への期待と可

能性を高める場となることを目指しています。
　池袋駅直結で地下通路からダイレクトにアク
セスできる優れた交通利便性を有し、オフィス
と商業が連携した都市機能を形成しています。
さらに、制振構造の採用による防災性能の向上
に加え、帰宅困難者支援機能の整備や再生可能
エネルギーの導入など、環境負荷の低減と都市
のレジリエンス向上にも配慮しています。
　「IT tower TOKYO」という名称には、Ｉ
Ｔを象徴とする先進性や情報発信力を核に、多
様な分野の人材・知識・価値創出力が集積する
拠点となることへの想いが込められています。
単なるオフィスビルにとどまらず、人と人、人
と街をつなぎ、新たなビジネスや文化、コミュ
ニティが生まれる＂都市のハブ＂として、池袋
の未来像をかたちづくり、東京全体の魅力向上
にも寄与する存在を目指しています。

IT tower TOKYO合同会社

IT tower TOKYO 完成　日グランドオープン
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設計コンセプト　清水建設株式会社

設計本部　商業・複合施設設計部
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（７） （第３種郵便物認可）２０２６年　（令和８年）　３月１２日　（木曜日）

テナント企業が利用できるプレミアムラウンジ（階） オフィス基準階

エレベーターホールトイレ

シェアラウンジエントランス（５階）

池袋西口エリアの新たなランドマークに職域食堂兼シェアラウンジ
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■工事名称：（仮称）池袋西口プロジェクト新築工事
■工事場所：東京都豊島区西池袋３－－
■発　注　者：IT tower TOKYO合同会社
■設計監理：清水建設株式会社一級建築士事務所
■施　　工：清水建設株式会社東京支店
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：Ｓ造、地下一部ＳＲＣ造、柱ＣＦＴ造
■階　　数：地下４階地上階
■用　　途：事務所、店舗、駐車場
■工　　期：年月１日～年１月７日

撮影：株式会社エスエス　上田新一郎

ｍ超の無柱ピロティ空間創出
　世界第３位の利用者数を誇るターミナル駅・池袋駅。その西口
エリアは、再開発の波が連鎖し、街全体が加速度的に進化を遂げ
ています。旧池袋マルイ跡地の五差路交差点に面した好立地にお
いて、イノベーター達が集い地域と深く結びつき、世界に向けて
新たな価値を発信する施設を創造しました。本計画は総合設計制
度を活用し、％の容積率割増を確保。地下４階・地上階の
スケールで、未来を拓く新たな拠点としての挑戦を具現化してい
ます。
　地下鉄２路線の函体に挟まれ、地下街「エチカ池袋」とも接続
する、極めて複雑で難易度の高い敷地条件。低層部にはベルトト
ラスによる吊り構造を採用し、地下鉄函体への負担を軽減。さら
に、交差点側にはｍを超える無柱ピロティ空間を創出していま
す。この無柱空間は、周囲の歩道状空地と一体となり、人々が自
由に集い、憩い、回遊できる、活気あふれる開放的な広場へと昇
華します。地域イベントの舞台となり、建物内部の商業施設と連
携することで、街に新たな賑わいを呼び込み、「ウォーカブル推
進都市」そして「ＳＤＧｓ未来都市」にふさわしい都市形成に貢
献することを使命としています
　白い板とガラスが織りなす洗練された外観は、低層部の安定感
と高層部の上昇感をあわせもつフォルムとしました。時代を超え
て輝き続ける普遍的なシンプルさを追求し、池袋の活気ある街並
みの中で、静謐かつ力強く、未来への志を刻み込みます。池袋の将
来を見据えた東西軸の立面には、圧倒的な眺望を誇るガラスカー
テンウォールを採用。同時に、日射負荷を軽減するため、南側に
コアと設備バルコニーを集約する緻密な平面計画と呼応させ、機
能性とデザインを融合させています。

池袋の未来像をかたちづくる


